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第3表耐火度試験

No 耐火臨べ・腿堅SKN・
102　　　29　　　　　　　　121

103　　　31　　　　　　　　122

104　　　30　　　　　　　　123

105　　31　　　　　　　　124

106　29＋　　125
107　　　29＋　　　　　　　126

108　　　29十『　　　　　127

109　　　29－　　　　　　　128

110　31　　　129
111　　　28十　　一　　　　130

112　　　29　　　　　　　　131

113　　　28．5　　　　　　132

114　　　28＋　　　　　　　133

115　　　32午　　　　　　134
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　　　　珊鉱　　愚
採掘場別及び諭火度別鉱量は次の通りである。
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第4袋推定鉱量

（第4表より第6表蓬）

面積m2． 平均m比重鉱量屯

SK32以L　l第二採掘場

　　　　［SK32～SK30 海岸：採掘場

　〃　　第一採掘場
　“　魔二採掘場
　　　　l
SK3α以下　　海岸採掘場

　〃　　第←採掘場
　”　　　、 第二採掘場

　　　　

厚さ
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第5表予想鉱量
丁藷が融璽重r轟屯

SK32～SK30’

SK3Q以下

300，Qoo．0・9

300ラ000　　4．5

2．5

2．5

1’675，000

1350，000

第6表耐火度別鉱量

耐火度試験；冒鉄釜石製鉄所

102～113　A地点　久慈含粘土層中の粘土

　　　　　　　　　　　4114～118　B地点　　　　〃

119～130　　C地、点　　　　　　〃

131～135　D地点　久慈上部礫岩層中の含粘土層

　　　　　　中の粘土
136～148．E地点　岩静炭獲坑内石炭層中の粘土

149～15¢F地点　大門前炭鵬坑内石炭層中の粒土

151　　　　G地，点

152～159　　　　三金炭鵬坑内石炭層中の粘土

推定鉱量
予想鉱量

墜32＋ISK327＄K3・ISK3・一

12，950t 111シ500t

675，000t

485，500t

1350，000t

　　　　　参譜掌献，
佐々保雄；地質学離誌　39，467，1932，

　〃　．；　〃　　39，468，193β，

〃　』；　〃　一　39，469，1932，　　　・

大石三郎；岩波講座　　1932，

　　　　　以上（昭和24年6月調査）
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岐卓県交珠村エノキ谷のマンガン鉱床調査報告　（宮本弘道）

　　　　　　　　要　　量
　昭和25年・3月19鼠1日間岐卓県本集郡文珠村因
藏洞字エノギ谷のマンガン鉱床を調査した。本鉱床は奥

村鉱山の八号坑坑口の南方約500mの地，点にあつて，チ

ヤートを撮岩とする熱水性の交代鉱床である。約80mの

間に散在する鉱床中延長28mの鉱床が鉱化状態最も優

・勢で，鐘幅平均1tn，露頭より約27m下部まで採掘ざ

れている。鉱石は菱マンガン鉱が主である。今後の探鉱

は最下部坑道の西延長部及びその下部に向つて行わる凌

きであるρ下部に対しては相当期待をおくことが出来る

ものLと考える。

　昭和25年3月19日1日間岐阜県交珠村エノキ谷
のマンガン鉱床を調査したので，その結果を報告する。

　この地域は調査当時出願中の区域につき，鉱区関係の

事項は省略する。

　　　　　　1．位置及び交遇
　マンガン鉱床の位置：岐阜県本集郡文珠村因藏洞字

エノキ谷。五万分の一地形図谷汲によれぼ，この位置は

網代村に属するが，女珠村当局の土地台帳では文珠村に

属するから，文珠村内として報告ずる（岐阜駅の北々束

約13kmの位置に・ある）・
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露頭に…藝る経路；

東灘鱗駅畢吾囎ζ依醐付燗・
些些上重』聖之直行可能→網代村地内薬飾橋西北上・

　　約3km
ト：』之ツク直行可能→エノキ谷口～．徒歩「→露頭

約1km　　　　　　　　　　　　　約200m

第ユ図岐阜縣文珠村エノキ谷位置・i交通図

　　　　　　2．地形及び地質
、太地域は木曾川支流糸貫川が根尾谷から離れる谷口の

北車丘陵地を占めて，海抜高度400m以下の丘陵地より

なる。チヤート。珪岩響拠り所が急傾斜の崖・山陵をな

す位で，概して谷斜面は緩かである。

　四近の地質は古生代の硬砂岩・チヤ詞ト・珪岩・粘板

岩
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第2図　國職洞エノキ谷地質鍵床図
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はN60。～70Qで，略々南北に走る霧“目，カミ多V・。

　　　　　　窪．鉱　　膿
本地域のマンガン鉱床は奥村鉱山の八号坑口の南方約

500mの位置にあつて，熱水性の交代鉱床で，母岩はチ

ヤートが主で，珪化作用・粘土化作用を受けている。

エノキ谷底を挾んでN700Wの方向に沿うて約80mの

間に露頭が散在してV・る。その傾きは垂直乃至N700で

ある。

エノキ谷底より東の部分は鉱体の連

続性が弱く，鐘幅10cm以下，延長も

10m以下で，鉱化状況劣勢である。

エィキ谷底より西方の鉱床中その谷

底に．腰するものは，鉱化状況が優勢で

ある・旧坑により推察すると，延長は

2＄m，鑓幅は平均1m程璋，傾斜延長

は約 27mまで採掘されている。その

間鉱床は，上下2回急屈曲して鐘幅が

　　　　　　5．繍　　論
延長28mの鉱床は西延長部及び下部に於て鉱況優勢

であり，相当な期待をおく事が出来ると考之られるから，

その最下部坑道の西延長とその下部の鐘押探鉱を行い，

その結果を侯つて更に10m下部の水準に於て鑛入坑道

を開さくする事を計画して，鉱量の増加を計るべきであ

る。その位の鉱床は鉱化状況が劣り，期待がおけ㌃い。　，

　　　　　　　　　．r（昭禾1ξ25年5月）
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2m以仁に膨大してV・たと考えられる。最下部の坑道の

鉱化状況も優勢で，約28m鐘押掘進されて，その引立状

況より推定して～更に下部に急屈曲があるものと考えら

れる。その鉱床の北側に沿うて酸化鉱とバラ輝石が胚胎

するが，鉱化作用が極めて弱V・。西端の露頭も酸化やけ

の域を出なV・。

　　　　　　4・鉱石及び吊位
鉱石を構成するマンガン鉱物は主に菱マンガン鉱・バ

ラ輝石で，割合に菱マンガン鉱が多い。酸化鉱は軟マン

ガン鉱・硬マンガン鉱である。鍾尖はバラ輝石・石英が

多くなるが，鉱床急屈曲の所は石英とマンガン鉱物とが

幅5cm程度の縞をつくり，割合に鉱石の品位が低・くな

る。概して黄鉄鉱が少く，方解石は細脈をなして鉱石中

を走つてV・る。

　別表に本地域のマンガン鉱石の分析値が示されている

が，菱マンガン鉱が鉱石の主体をなす関係上，その品位

はMn42～3％が最上で，平均Mn37～8％の程度であ

ろ5。

第31図　因藏洞坑内図
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第4図　因臓洞主要坑道断面図
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